
　令和５年度当初予算は３月に町長選挙が実施されたため、選挙後に政策予算（肉付け予算）を組
むことを前提に、「骨格予算」として編成しました。
　一般会計の総額は、112億９千万円で、前年度と比べ5.5％、５億９千万円の増額となりました。
過去10年では最も大きい予算規模となりましたが、これは前年度から継続している町立病院改築事
業や、生活館改築事業などの工事が本格化したことなどが主な増額要因となっています。
　令和５年度予算の詳細は、政策予算決定後、改めてお知らせします。

　本来、予算とは、その年度に行う全ての事業経費にかかる収入と支出で編成され
ます。しかし、町長選挙が行われる場合、新年度に向けての政策的な判断ができな
いため、新規事業などの政策的経費は計上せず、まちの運営の骨組みとなる、継続
的な事業や義務的経費を中心に計上します。このような形で編成された予算を「骨
格予算」と呼びます。

地方交付税：地方自治体間の不均衡を調整し、財源を保障するため、国か
ら交付されるお金　町税：町民の皆さんが町に収める税金（町民税、固定
資産税、軽自動車税、町たばこ税、入湯税など）　国庫支出金：国が、町
に対して使途を特定して交付する補助金など　町債：建設事業や交付税の
補てんなどを行うために国の許可を得て金融機関などから借り入れるお金
　道支出金：道が、町に対して使途を特定して交付する補助金など　寄付
金：ふるさと納税や個人・企業等から町に寄付頂いたお金　地方消費税交
付金：消費税のうち、一定割合の金額が地方消費税交付金として地方自治
体に交付されるもの　諸収入：他の収入項目に属さない収入。預金利子、
貸付金元利収入、有料広告掲載料など　使用料及び手数料：各種公共施設
の使用料や、証明書などの発行手数料　繰入金：各種基金（貯金）を取り
崩して、繰り入れるお金　地方譲与税：国が、国税として徴収する収入の
一部を、一定の基準に基づいて地方自治体に譲与するもの　その他：ゴル
フ場利用税交付金などの各種交付金

※端数切上げの都合上、合計額が一致しないことがあります。

民生費：高齢者福祉、障害者福祉、児童福祉、アイヌ施策の推進など
に関する経費　給与費：職員の給与・共済費などに関する経費　環境
衛生費：保健、環境保全、ごみ処理、動物愛護などに関する経費　土
木費：道路・河川・公園などの維持管理、整備などに関する経費　公
債費：過去に借り入れた借金の返済に関する経費　総務費：庁舎管
理、情報化推進、姉妹都市交流、財産管理、町内会活動の支援などに
関する経費　教育費：小・中学校、生涯学習、文化、芸術、スポーツ
などに関する経費　商工費：商工業の振興、企業誘致対策、観光の振
興などに関する経費　諸支出金：各種基金への積立金　議会費：議員
報酬や、議会の運営に関する経費　消防費：消防活動、救急活動およ
び防災に関する経費　農林水産業費：農業、林業、水産業に関する経
費　その他：労働費、災害復旧費および予備費

骨格予算とは？

※（　）内は前年度比
※万円未満四捨五入

◆国民健康保険 23億5,820万円（+0.3％）
◆後期高齢者医療 3億8,750万円（+4.3％）
◆港湾機能施設整備 1,941万円（▲1.3％）
◆介護保険 24億3,590万円（+0.7％）
◆介護老人保健施設 1億2,440万円（+1.4％）

◆水道事業 5億9,209万円（　 +1.3％）
◆国民健康保険病院事業 37億586万円（+260.7％）
◆下水道事業 17億4,969万円（▲12.2％）

令和５年度の予算

112億9千万円（+5.5％）

53億2,542万円（+0.8％） 60億4,764万円（+67.8％）
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問い合わせ先：企画財政課　財政契約グループ　☎８２－２７１４


